
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
錠箱内において、フロント板から突出する方向に付勢されたデッドボルトを兼ねるラッチ
ボルトを挟んで上下に配設され、錠箱の側板に垂直な回動軸の回りを回動可能に支承され
た内側及び外側操作軸と、外側操作軸に関しラッチボルトとは反対側に、かつ内側及び外
側操作軸と平行に配設され、回動可能に支承されたサムターン軸と、このサムターン軸の
近傍に配設され、鍵孔を扉外面に開口させたシリンダ錠と、錠箱の上下方向においてサム
ターン軸の近傍にラッチボルトと平行に配設されたデッドボルトと、内側操作軸に一体的
に装着された第１カムと、一端を内側操作軸の近傍に回動自在に支承され、中央部に第１
カムと係合して内側操作軸から離間する方向に押動される第１従動ローラーを設けると共
に、他端をラッチボルトの内端に係合可能に臨ませた第１リトラクターと、外側操作軸に
一体的に装着された第２カムと、外側操作軸と同軸に、かつ回動可能に錠箱に支承された
板状のセンターカムと、一端を外側操作軸の近傍において回動自在に支承され、自由端に
第２カムと係合して外側操作軸から離間する方向に押動される第２従動ローラーを設けた
第２リトラクターと、この第２リトラクターと一部重合するように配設され、一端を第２
リトラクターと同軸に支承されると共に、他端をラッチボルトの内端に係合可能に臨ませ
、かつ、第２リトラクターに関し第２カムとは反対側の側端縁に第２リトラクターの側端
縁と係合する突片を形成した第３リトラクターと、サムターン軸に一体的に装着され、先
端をデッドボルトに形成された斜孔に摺動可能に係合させ、基端に第１セクターギアを設
けたダルマレバーと、シリンダ錠の内筒に連結され、第１セクターギアと噛み合い係合す
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る第２セクターギアと、錠箱内のフロント板近傍に基端を回動可能に支承され、一端を第
２セクターギアに、他端をセンターカムに夫々係合可能に延伸させ、第２セクターギアが
解錠方向に回動するときこれと係合して解錠方向に駆動されるラッチカムと、錠箱内のラ
ッチボルトの近傍において、中央部を揺動可能に支承され、一端をデッドボルトのアクチ
ュエータに係合させると共に、他端を第２カムの錠止部に係合可能に臨ませた挺レバーと
、基端をラッチボルトの近傍の回動可能に支承され、一端がラッチボルトの頭部段部と係
合する方向に付勢され、他端部をセンターカムに係合可能に臨ませたロッキングレバーと
を有し、上記センターカムの周辺におけるロッキングレバーに臨む部分に、センターカム
が解錠方向に駆動されたときロッキングレバーの他端部と係合してその一端をラッチボル
トの頭部段部から離間させる方向に駆動する第１係合部を、上記センターカムの周辺にお
ける第３リトラクターに臨む部分に、第３リトラクターに形成された凹部と係合する突部
である第２係合部を、センターカムのダルマレバーに臨む部分には、センターカムが解錠
方向に駆動されたときにはダルマレバーを解錠方向に駆動する第３係合部を、センターカ
ムのラッチカムの他端に臨ませた部分に、ラッチカムの解錠方向の揺動を受けてセンター
カムの解錠方向の従動に変換する第４係合部を夫々形成したことを特徴とする電気錠。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、電気錠に係り、特に、施解錠操作用の各操作軸を異軸にして設計の自由度を
増すと共に、構成部材をカムやレバー等プレス加工によって製造できる部品で構成した新
規で合理的な電気錠に関する。
【０００２】
【従来の技術】
電気錠は、解錠信号を受信して通電された、例えばソレノイド等の電磁アクチュエータに
よって錠箱内の錠止機構を解錠方向に駆動し、扉を扉枠に錠止しているデッドボルト及び
／又はデッドボルトを兼ねたラッチボルトを、室外側のハンドルやノブ等の外側操作部材
により、錠箱内に没入する方向に駆動して解錠する。
【０００３】
また、通常、室内側に設けられたハンドルやノブ等の内側操作部材によって、電磁アクチ
ュエータによる施錠機構の制御にかかわらず、何時でも施解錠操作ができる。
【０００４】
更にまた、電気錠は停電や暗証符号を忘れた場合等に備えてシリンダ錠を備えているのが
普通であり、室外側から合鍵を操作してシリンダ錠を施解錠し、このシリンダ錠の内筒に
よっても施解錠操作ができる。
【０００５】
加えて、室内側にはシリンダ錠に対応してサムターンが設けられており、このサムターン
を操作することによっても電気錠の施解錠が可能である。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、従来の電気錠においては、確たる合理的な理由は無いのだが、上記外側及び内
側操作部材の操作軸を同軸に配置する設計例が多い。
【０００７】
同様にして、シリンダ錠の回動軸線とサムターンの操作軸も通常同軸に配置される。
【０００８】
しかしながら、外側及び内側操作部材を同軸に配置すると、扉の厚さの大小に応じて複数
の操作軸を用意しなけれはならない、という製造管理上の不都合が生じる。
【０００９】
何故ならば、大に小を兼ねさせて厚い扉用の長い操作軸１種のみを用意したとすると、薄
い扉の場合ハンドルやノブ等の外側操作部材が扉面から大きく浮き上がってしまうからで
ある。
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【００１０】
また、人が多く集る建物の扉口に装着される錠前にはアンチパニック機構が装着されてお
り、例えば火事や地震等の非常時、このアンチパニック機構は、施錠位置にあるデッドボ
ルト及びラッチボルトを外側操作部材又は内側操作部材の一操作によって同時に引込める
ように構成されている。
【００１１】
ところが、外側及び内側操作部材を同軸に配置した電気錠においては、錠箱内の通常は離
れた場所に設けられるデッドボルト及びラッチボルトを同時に解錠方向に駆動するため、
外側操作部材又は内側操作部材の操作力を錠箱の厚さ方向及び側板の広がり方向の２方向
に伝達する機構が必要であり、通常は機構が複雑になる。
【００１２】
この発明は、施解錠操作用の各操作軸を異軸にして設計の自由度を増すと共に、構成部材
をカムやレバー等プレス加工によって製造できる部品で構成した新規で合理的な電気錠を
提供することを目的としている。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、この発明は、錠箱内において、フロント板から突出する方向
に付勢されたデッドボルトを兼ねるラッチボルトを挟んで上下に配設され、錠箱の側板に
垂直な回動軸の回りを回動可能に支承された内側及び外側操作軸と、外側操作軸に関しラ
ッチボルトとは反対側に、かつ内側及び外側操作軸と平行に配設され、回動可能に支承さ
れたサムターン軸と、このサムターン軸の近傍に配設され、鍵孔を扉外面に開口させたシ
リンダ錠と、錠箱の上下方向においてサムターン軸の近傍にラッチボルトと平行に配設さ
れたデッドボルトと、内側操作軸に一体的に装着された第１カムと、一端を内側操作軸の
近傍に回動自在に支承され、中央部に第１カムと係合して内側操作軸から離間する方向に
押動される第１従動ローラーを設けると共に、他端をラッチボルトの内端に係合可能に臨
ませた第１リトラクターと、外側操作軸に一体的に装着された第２カムと、外側操作軸と
同軸に、かつ回動可能に錠箱に支承された板状のセンターカムと、一端を外側操作軸の近
傍において回動自在に支承され、自由端に第２カムと係合して外側操作軸から離間する方
向に押動される第２従動ローラーを設けた第２リトラクターと、この第２リトラクターと
一部重合するように配設され、一端を第２リトラクターと同軸に支承されると共に、他端
をラッチボルトの内端に係合可能に臨ませ、かつ、第２リトラクターに関し第２カムとは
反対側の側端縁に第２リトラクターの側端縁と係合する突片を形成した第３リトラクター
と、サムターン軸に一体的に装着され、先端をデッドボルトに形成された斜孔に摺動可能
に係合させ、基端に第１セクターギアを設けたダルマレバーと、シリンダ錠の内筒に連結
され、第１セクターギアと噛み合い係合する第２セクターギアと、錠箱内のフロント板近
傍に基端を回動可能に支承され、一端を第２セクターギアに、他端をセンターカムに夫々
係合可能に延伸させ、第２セクターギアが解錠方向に回動するときこれと係合して解錠方
向に駆動されるラッチカムと、錠箱内のラッチボルトの近傍において、中央部を揺動可能
に支承され、一端をデッドボルトのアクチュエータに係合させると共に、他端を第２カム
の錠止部に係合可能に臨ませた挺レバーと、基端をラッチボルトの近傍の回動可能に支承
され、一端がラッチボルトの頭部段部と係合する方向に付勢され、他端部をセンターカム
に係合可能に臨ませたロッキングレバーとを有し、上記センターカムの周辺におけるロッ
キングレバーに臨む部分に、センターカムが解錠方向に駆動されたときロッキングレバー
の他端部と係合してその一端をラッチボルトの頭部段部から離間させる方向に駆動する第
１係合部を、上記センターカムの周辺における第３リトラクターに臨む部分に、第３リト
ラクターに形成された凹部と係合する突部である第２係合部を、センターカムのダルマレ
バーに臨む部分には、センターカムが解錠方向に駆動されたときにはダルマレバーを解錠
方向に駆動する第３係合部を、センターカムのラッチカムの他端に臨ませた部分に、ラッ
チカムの解錠方向の揺動を受けてセンターカムの解錠方向の従動に変換する第４係合部を
夫々形成したことを特徴とする。
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【００１４】
【発明の実施の形態】
以下、図面に示す実施例に基づいてこの発明について説明する。
図１において符号１は錠箱を示し、この錠箱１内には、上から順に、デッドボルトを兼ね
るラッチボルト２及びデッドボルト３が、錠箱のフロント板４に垂直な前後方向（図１で
左右方向）に移動可能に案内されている。
【００１５】
上記ラッチボルト２は、図面を明瞭にするため図示を省略する圧縮コイルばねとしてのラ
ッチばねの弾力により、フロント板４から突出する方向、すなわち図１で左方に付勢され
ている。
【００１６】
なお、上記ラッチばねは、錠箱１内に固設され、ラッチ杆２ａと摺動可能に嵌合するばね
受け板５と、ラッチボルトの頭部との間におけるラッチ杆２ａに巻装されている。
【００１７】
錠箱１の内方には、ラッチボルト２を挟んで上下方向に内側及び外側操作軸６及び７が配
設され、夫々錠箱の側板に垂直な回動軸の回りを回動できるように案内されている。
【００１８】
内側操作軸６の室内側の端部、すなわち扉面から室内側に突出した部分には、ノブやハン
ドル等の内側操作部材が、同様にして外側操作軸７の室外側の端部には、ノブやハンドル
等の外側操作部材が夫々装着されている。
【００１９】
また、外側操作軸７の下方にはサムターン軸８が、更にサムターン軸８の下方にはシリン
ダ錠が、夫々錠箱１の側板に垂直な回動軸の回りを回動可能に配設、案内されている。
【００２０】
なお、図１ではシリンダ錠は直接には図示されておらず、シリンダ錠の内筒に装着された
テールピースと係合するクラッチ板９の図示によりシリンダ錠の存在を示唆している。
【００２１】
また、これはこの発明の必須の構成要件ではないが、上記サムターン軸８はデッドボルト
３の内端付近に設けられており、デッドボルト３の内端に形成されたＵ字形の切欠はデッ
ドボルト３の錠箱内方への移動字サムターン軸８との干渉を避けるためのものである。
【００２２】
一方、上記内側操作軸６には第１カム１１が一体的に結合されている。この第１カム１１
は、次に述べる第１リトラクター１２を介して室内側からラッチボルト２を錠箱内に引込
めて電気錠を解錠するための部材で、図１に示すように、勾玉形のカム体の一対を凸曲面
を外側にして一体に結合したものである。
【００２３】
この第１カム１１に対応して、第１カム１１より内方における錠箱１内には、第１リトラ
クター１２が上端である一端を軸支されて揺動可能に案内されている。
【００２４】
第１リトラクター１２の中央部の第１カム１１に臨む部分には、第１従動ローラー１３が
転動可能に軸支されている。
【００２５】
更に、第１リトラクター１２の自由端部である他端部には、係合ピン１４が植設されてお
り、この係合ピン１４は、ラッチ杆２ａの下を潜るようにして、かつ後述する第３リトラ
クターの自由端部を介して、ラッチボルトの内端にかしめつけられたフランジ１５に外側
から係合可能に臨んでいる。
【００２６】
上記した構成により、内側操作部材を室内側から時計方向に回動操作しても、或いは反時
計方向に回動操作しても、第１カム体１１は第１従動ローラー１３を内側操作軸６から離
間する方向に押動する。
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【００２７】
その結果、第１リトラクター１２は図１において反時計方向に回動し、その他端の係合ピ
ン１４が第３リトラクターの自由端を介してラッチボルトの内端を右方に押動し、電気錠
を無条件に解錠する。
【００２８】
なお、図示しない捩りばねにより、第１リトラクター１２は反時計方向に付勢されており
、その中央部に担持された第１従動ローラー１３が第１カム１１に常時弾圧するように付
勢されているものとする。
【００２９】
他方、図１に示すように、外側操作軸７には第２カム１６が一体的に装着されている。
【００３０】
この第２カム１６には、上記第１カムと同様に一対の勾玉形のカム体を対称的に結合した
後述の第３リトラクター駆動用のカム部と、回動軸に関しこのカム部と対称的な角度位置
に形成された錠止切欠１６ａ（図１参照）とを有している。
【００３１】
また、錠箱１内には、この外側操作軸７と同軸にセンターカム１７が回動可能に支承され
ている。
【００３２】
このセンターカム１７は、図２に示すように、周辺に上から時計回りに、機能を夫々後述
するアーム状に延伸した第１係合部１７ａ、凸部としての第２係合部１７ｂ、第３及び第
４係合部を夫々形成した板状体である。
【００３３】
このセンターカム１７は、例えば錠箱１の側板にバーリングにより形成された案内環堤部
（図示せず）に中央の開口を回動可能に嵌合させており、外側操作軸及びこれと一体の第
２カム１６とは独立に回動できる。
【００３４】
ちなみに、このセンターカム１７の周辺に複数の部材を駆動する複数の係合部を一体に形
成してあるから、電気錠としての構造が全体として簡単になるが、それは後に明らかにな
る。
【００３５】
図１に戻って、外側操作軸の内方には、下端を外側操作軸７の近傍において回動自在に支
承された第２リトラクター１８が配設されている。
【００３６】
この第２リトラクター１８の自由端である上端には、第２カム１６の回動時これと係合し
て外側操作軸７から離間する方向に押動される第２従動ローラー１９が転動自在に軸支さ
れている。
【００３７】
この第２リトラクター１８は図１において第２カム１６より手前に配設されており、上記
第２従動ローラー１９は、第２カムと係合する必要上第２リトラクター１８の裏側に設け
られているので、図１では点線で示されている。
【００３８】
また、第２カム１６に関し第２リトラクター１８とは反対側、換言すれば図１で第２カム
１６の下側には、第２リトラクター１８と一部重合し、第２リトラクターと共に第２カム
１６の一部を挟むようにして第３リトラクター２１が配設されている。
【００３９】
この第３リトラクター２１は、図３に示すように、外側操作軸７に対向する側端縁部にセ
ンターカム１７の中心部と接合する円弧部２１ａを形成したレバー体で、下端を第２リト
ラクター１８と同軸かつ回動可能に軸支されている。
【００４０】
また、第３リトラクター２１の自由端である一端は、前記したように、第１リトラクター
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１２の自由端に植設された係合ピン１４とラッチ杆２ａの内端のフランジ１５との間に挿
入されるようにして、ラッチボルト２の内端に係合可能に臨んでいる。
【００４１】
更にまた、図１及び図３に示すように、第２リトラクター１８に関し第２カム１６とは反
対側の側端縁に図で手前側に突出する突片２１ｂが一体に形成されている。
【００４２】
したがって、図１から明らかなように、第２リトラクター１８は第２カム１６とこの突片
２１ｂに挟持されるので、第２カム１６に駆動されて図１で時計方向に駆動されるとき、
第３リトラクター２１も一体的に時計方向に回動するが、第３リトラクター２１が後述す
るようにセンターカムによって駆動されるときには第２リトラクター１８を残して時計方
向に単体で回動する。
【００４３】
また、第３リトラクター２１のセンターカムに対向する側端縁の基端部には、図３に示す
ように、凹部２１ｃが形成されており、この凹部２１ｃに前記センターカムに突設された
第２係合部１７ｂが係合している。
【００４４】
その為このセンターカムの第２係合部１７ｂが一の歯車の一つの歯となり、一方第３リト
ラクターの凹部２１ｃが他の歯車の歯間スペースと同様の作用をして、このセンターカム
１７と第３リトラクター２１とは相互に回転を伝達し合う。
【００４５】
なお、図面の煩雑を避けるため、図１においてはセンターカムの第２係合部１７ｂと第３
リトラクターの凹部２１ｃには付番をしない。
【００４６】
一方、図１に示すように、前記サムターン軸にはダルマレバー２２が一体に装着されてい
る。
【００４７】
このダルマレバー２２は、基端に第１セクターギア２２ａを設けた長いアーム状のブロッ
ク体であり、そのアームの先端に突設した駆動ピン２２ｂを前記デッドボルト３に開口さ
せた斜孔３ａに摺動可能に係合させている。
【００４８】
したがって、図１でダルマレバー２２が時計方向に回動すれば、デッドボルト３は錠箱１
内に引込む（図６参照）。
【００４９】
ちなみに、上記斜孔３ａの下端部は鉛直になっているので、デッドボルト３が錠箱のフロ
ント板４から突出している施錠状態では、デッドボルト３の錠止力はこの斜孔３ａの下端
の垂直な開口端縁、駆動ピン２２ｂ、ダルマレバー２２を介してサムターン軸８に担持さ
れる。
【００５０】
なお、図１において符号２３はクリックばねを示し、このクリックばね２３はダルマレバ
ー２２に突設された山形のばね掛け突起２２ｃと係合してダルマレバー２２の作動にスナ
ップアクション性を付与する。
【００５１】
他方、サムターン軸８の下方における前記クラッチ板９には、第２セクターギア２４が同
軸かつ一体的に結合されており、この第２セクターギア２４は上記第１セクターギア２２
ａと噛み合い係合をしている。
【００５２】
また、図１に示すように、錠箱１のフロント板４近傍における下方には、ラッチカム２５
が配設されている。
【００５３】
図示の実施例におけるラッチカム２５は、全体の形状が略逆Ｙ字形の板状体であり、その
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右端部を錠箱１の側板に回動可能に軸支されている。
【００５４】
また、ラッチカム２５の一端である下方の右端部は、上記第２セクターギア２４の回動軌
跡内にこれと係合可能に延伸している。
【００５５】
更にまた、ラッチカム２５の他端である上端部は、センターカムの第４係合部１７ｄ（図
２参照）に外側から、すなわち左側から係合している。
【００５６】
上記した構成により、例えばキーにより第２セクターギア２４を解錠方向に、すなわち図
１で反時計方向に回動させると、ラッチカムの一端はこの第２セクターギア２４に駆動さ
れるので、ラッチカム２５は時計方向に回動し、その他端である上端がセンターカムの第
４係合部１７ｄを右方に押動する結果、センターカム１７は解錠方向、すなわち反時計方
向に回動する。
【００５７】
一方、錠箱内の上方には、外側操作軸７に装着された第２カム１６の錠止を電気的に制御
するための挺レバー２６が揺動可能に軸支されている。
【００５８】
この挺レバー２６のＵ字形の切欠を形成した下端は、図１及び図４に示すロックピース２
７の連係ピン２８（図４参照）と係合している。
【００５９】
上記のロックピース２７は、その上下に形成された段部を錠箱の側板内面に摺接させるよ
うにして、錠箱の側板に開口した長孔（図示せず）に案内されて図１で左右方向に移動で
きる。
【００６０】
そして、ロックピース２７が第２カム１６の錠止切欠１６ａに係入している状態が電気錠
の施錠状態であり、このときには室外側からノブやハンドルを回してもこれと一体の第２
カム１６がロックピース２７に錠止されて動かないので、この電気錠は室外側からは解錠
できない。
【００６１】
この電気錠を解錠するには、挺レバー２６を時計方向に回動させてその下端の動きにより
ロックピース２７を第２カムの錠止切欠１６ａから抜き去る必要がある。
【００６２】
そして、解錠時、通常は挺レバー２６の上端を例えばソレノイドのプランジャにより図１
で右方に押動するように駆動するが、図示の実施例ではモーターと疎巻コイルばねの組合
わせによる新規な電磁アクチュエータを採用している。
【００６３】
すなわち、図５に示すように、小型の直流モーター２９の出力軸に、両端にフランジ３１
ａ、３１ａを形成したばね案内部材３１を同軸に結合し、このばね案内部材３１に疎巻コ
イルばね３２を軸線方向に移動可能に巻装する。
【００６４】
一方、疎巻コイルばね３２の両端を延伸させて、挺レバー２６の上端に形成された錠箱の
側板に平行なスリット３３に嵌挿しておく。
【００６５】
一方、ばね案内部材３１の胴部中央に、疎巻コイルばね３２のコイル部における隙間間を
遊動できる突起３４を突設してある。
【００６６】
その為、モーター２９を回転させると、回転する突起３４と疎巻コイルばね３２のコイル
部との間に生じる楔作用により、コイル部の巻方向に応じて、図５で左方又は右方に移動
する。
【００６７】
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この疎巻コイルばね３２のばね案内部材３１に沿う移動は、その両端の動きを介して挺レ
バー２６に伝達され、これを時計方向、或いは反時計方向に回動するので、その下端が前
記ロックピース２７（図１参照）を第２カムの錠止切欠１６ａから出し入れし、電気錠の
施解錠を行う。
【００６８】
なお、本出願人は、図５に示す電磁アクチュエータについて、特願平８－１８４１７５号
を以て、独立して特許出願をしており、当該明細書において詳細に説明をしているので、
更に詳細な説明は省略する。
【００６９】
図１に戻って、上記挺レバー２６の近傍にはロッキングレバー３５が揺動可能に配設され
ている。
【００７０】
このロッキングレバー３５は、図示の実施例では全体の形状がＬ字形のレバー体であり、
その屈曲部を錠箱の側板に揺動可能に軸支されている。
【００７１】
ロッキングレバー３５は、図示しない捩りコイルばねにより、その一端（左端）がラッチ
ボルト２の頭部段部に係合する方向に付勢されている。
【００７２】
また、ロッキングレバー３５の他端部は下方に延伸しており、センターカム１７に対向す
るその内側側端縁には円弧部（付番せず）が形成されている。
【００７３】
この円弧部には、センターカム１７が解錠方向である反時計方向にかいどうするとき、セ
ンターカム１７の上端部である第１係合部１７ａ（図２参照）が摺接しつつロッキングレ
バー３５を時計方向に駆動し、その一端をラッチボルト２の頭部段部から離間させてラッ
チボルト２を自由にする。
【００７４】
ちなみに、或る種の電気錠はこのロッキングレバー３５の他端部を解錠信号を受信して作
動する電磁アクチュエータにより駆動し、その一端をラッチボルト２の頭部段部に係脱さ
せて電気錠の施解錠を行う。
【００７５】
なお、これは本発明の必須の構成要件ではないが、錠箱内のラッチボルト２とデッドボル
ト３との間に外方に付勢されたトリガーボルト３６が設けられている。
【００７６】
このトリガーボルト３６は、開扉時押圧されていた扉枠から解放されて外方に突出し、そ
の内端がロッキングレバー３５の下端を外方に移動させ、ロッキングレバー３５の一端と
ラッチボルト２の頭部段部との係合を解く結果、閉扉時におけるラッチボルト２の一時的
な錠箱内への没入を可能にする。
【００７７】
なお、図１に示すように、センターカムの第３係合部１７ｃ（図２参照）はダルマレバー
２２に形成された突部２２ｄにフロント板４側から当接している。
【００７８】
上記のように構成されたこの発明の一実施例による電気錠は、図１が閉扉時における施錠
状態を示している。
【００７９】
もっとも、図１に示すようにラッチボルト２及びデッドボルト３を使用しての本締り状態
は念を入れた施錠状態であって、通常は、図６に示すように、デッドボルト３を引込めた
状態でラッチボルト２にデッドボルトを兼ねさせた電気錠として使用する。
【００８０】
デッドボルト３を錠箱内に引込めるためには、室内側からサムターン軸８を操作し、ダル
マレバーを時計方向に回動させる。
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【００８１】
すると、ダルマレバーの先端の駆動ピンとデッドボルト３に形成された斜孔３ａとの間に
生じる楔作用により、デッドボルト３は錠箱内に引込む方向に駆動される。
【００８２】
このとき、ダルマレバー２２に形成された突部２２ｄはセンターカムの第３係合部１７ｃ
から離間する方向に移動するので、センターカム１７に外力を及ぼすことはない。他の部
材に対しても同様である。
【００８３】
一方、図１に示す施錠状態において、図示しないテンキー装置によって暗証番号を入力し
、入力された暗証番号が正規のものであった場合、解錠信号が発生し、その結果電磁アク
チュエータとしてのモータ２９が作動して、図７に示すように、挺レバー２６が時計方向
に回動してその下端に係合しているロックピース２７を第２カムの錠止切欠１６ａから抜
き去る。
【００８４】
図７に示す電気錠の解錠状態において、室外側からハンドルやノブを介して外側操作軸７
を時計方向に回動させると、図８に示すように、外側操作軸７と一体の第２カム１６も時
計方向に回動する。
【００８５】
掏ると、この第２カム１６の駆動力は、第２従動ローラー１９、第２リトラクター１８、
突片２１ｂを介して第３リトラクター２１に伝達され、第３リトラクター２１の自由端が
ラッチボルト２の内端のフランジ１５を内方に押動するので、ラッチボルト２が錠箱１内
に引込む。
【００８６】
同時に、第３リトラクターの凹部２１ｃ（図３参照）と係合しているセンターカムの第２
係合部１７ｂが凹部２１ｃの開口端縁部に押動されて上方に移動し、その結果センターカ
ム１７が反時計方向に回動する。
【００８７】
センターカム１７が反時計方向に回動すると、その上端の第１係合部１７ａがロッキング
レバー３５の他端部を押動するので、ロッキングレバー３５の一端が上方に移動してラッ
チボルト２を自由にし、その結果ラッチボルトは錠箱１内に引込むことが可能になる。
【００８８】
また、センターカム１７の上記回動により、その第３係合部１７ｃがダルマレバー２２の
突部２２ｄを錠箱内方に押動するので、ダルマレバー２２は時計方向に回動し、その結果
前記したようにデッドボルト３も錠箱内に引込められる。
【００８９】
すなわち、電気錠の解錠後は、外側操作部材を解錠方向に操作すれば、デッドボルトが使
用されていてもデッドボルトを兼ねるラッチボルト２、及びデッドボルト３を共に錠箱内
に引込めることができ、これはすなわち所謂アンチパニック機構の機能に他ならない。
【００９０】
一方、室内側からは、電気錠が解錠されていなくても、内側操作部材を解錠方向に操作す
ることにより、何時でもデッドボルトを兼ねるラッチボルト２及びデッドボルト３を錠箱
内に引込めることができる。
【００９１】
換言すれば、この発明の電気錠は、内側からもアンチパニック機構が働き、非常時扉口を
内側操作部材の解錠方向の操作によりラッチボルト２及びデッドボルト３を同時に錠箱１
内に引込め、室内の人を安全に室外に逃れさせることができる。
【００９２】
すなわち、図１に示すように電気錠が施錠され、ラッチボルト２及びデッドボルト３が共
に使用されている念の入った施錠状態において、内側操作部材を解錠方向に操作すると、
図９に示すように、内側操作軸６及びこれと一体の第１カム１１が図で時計方向に回動す
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る。
【００９３】
すると、第１カム１１に駆動されて第１従動ローラー１３及びこれと一体の第１リトラク
ターが反時計方向に回動し、その自由端の係合ピン１４が第３リトラクター２１の先端を
介してラッチボルト２の内端のフランジを内方に押し、ラッチボルト２を錠箱内に引込ま
せる。
【００９４】
このとき、同時に第３リトラクター２１が第２リトラクター１８とは独立に時計方向に回
動するので、図８に示す外側からのアンチパニック操作と同様にセンターカム１７が反時
計方向に回動し、デッドボルト３も錠箱内に引込む。
【００９５】
なお、この電気錠は、電気錠が施錠されているときでも、室外側からシリンダ錠の合鍵に
よって何時でもアンチパニック解錠をすることができる。
【００９６】
すなわち、図１に示す施錠状態において、合鍵によりクラッチ板９を反時計方向に駆動す
ると、図１０に示すように、第２セクターギア２４がラッチカム２５の一端を下方に押動
する。
【００９７】
すると、ラッチカム２５の他端がセンターカムの第４係合部１７ｄ（図２参照）を押動す
るので、センターカム１７は反時計方向に回動するに至り、前記したようにセンターカム
１７が反時計方向に回動すれば、その周辺の諸部材の作動により、ラッチボルト２及びデ
ッドボルト３は錠箱内に引込み、このようにして合鍵によるアンチパニック解錠が可能と
なる。
【００９８】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、この発明は、電気錠の内側及び外側操作軸、サムターン
軸及びシリンダ錠を錠箱の側板に沿って平面的に展開して配置したので、各部材をレバー
やカムで連結することができ、設計の自由度が増大して合理的な電気錠を得ることができ
る。
【００９９】
また、操作力を錠箱の厚さ方向、すなわち扉の厚さ方向に伝達しなくともよいので、錠箱
の厚さを小さくすることができる、等種々の効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の一実施例による電気錠の錠箱の蓋を取って示す側面図で、電気錠が施
錠され、デッドボルト及びラッチボルトがフロント板から突出している状態を示す。
【図２】センターカムの平面図。
【図３】第３リトラクターの平面図。
【図４】ロックピースの側面図。
【図５】電磁アクチュエータの構成を示す線図。
【図６】図１と同様の電気錠の側面図で、電気錠が施錠されデッドボルトが錠箱内に引込
んでいる状態を示す。
【図７】図１と同様の電気錠の側面図で、電気錠が解錠されている状態を示す。
【図８】図１と同様の電気錠の側面図で、電気錠の解錠時外側操作部材によるアンチパニ
ック解錠を示す。
【図９】図１と同様の電気錠の側面図で、電気錠の施錠時における内側操作部材によるア
ンチパニック解錠を示す。
【図１０】図１と同様の電気錠の側面図で、電気錠の施錠時における合鍵によるアンチパ
ニック解錠を示す。
【符号の説明】
１　錠箱
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２　ラッチボルト
３　デッドボルト
４　フロント板
６　内側操作軸
７　外側操作軸
８　サムターン軸
９　クラッチ板
１１　第１カム
１２　第１リトラクター
１３　第１従動ローラー
１４　係合ピン
１６　第２カム
１６ａ　錠止切欠
１７　センターカム
１８　第２リトラクター
１９　第２従動ローラー
２１　第３リトラクター
２２　ダルマレバー
２２ａ　第１セクターギア
２２ｂ　駆動ピン
２４　第２セクターギア
２５　ラッチカム
２６　挺レバー
２７　ロックピース
２９　直流モーター
３１　ばね案内部材
３２　疎巻コイルばね
３４　突起
３５　ロッキングレバー
３６　トリガーボルト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】
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